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高齢・多死社会の到来を控え、住み慣れた地域における在宅療養を最後まで支える「地

域包括ケアシステム」の構築に向け、訪問看護や介護保険施設、看護小規模多機能型居

宅介護(看多機)等、介護領域の看護サービスの整備は喫緊の課題です。

介護領域における質の高いサービスの安定的な確保に向け、介護領域に従事する看護

職員の処遇改善支援や、事故情報を報告・共有する全国統一的な仕組みの構築について

速やかな検討が必要です。

また、2025年の訪問看護従事者の必要数推計(最大)約 12 万人が達成できるよう、訪問

看護の人材確保及び安定的なサービス提供を一体的に推進する体制整備について、部局

横断的な視点にもとづくご検討・ご対応をお願いいたします。

以上により、令和 5年度予算案等の編成ならびに政策の推進にあたっては、以下の事項

につきまして格別のご高配を賜りますよう要望いたします。
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介護領域に従事する看護職員の処遇改善

訪問看護総合支援機能の制度化

介護施設・訪問看護ステーション等から報告された事故情報を活用し

サービスの質向上につなげる仕組みの構築
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